
薬科学科コースツリー（2018年度以降入学者）

情報基礎

情報基礎演習

科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践A

科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践B

薬学研究
ＳＧＤ演習

基礎創薬研究*

基礎臨床研究*

専門研究導入A,B

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習１*

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習２ *

基礎物理化学

物理化学Ｉ

物理化学ＩＩ

物理化学ＩＩＩ

分析化学Ｉ 分析化学ＩＩ

「薬の世界」
入門

分析化学ＩＩＩ

基礎科学演習 創薬物理化学演習

分析化学IV

物理化学IV

薬
学
専
門

実
習
Ｉ

基礎有機化学Ｉ 有機化学Ｉ基礎有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩＩ 有機化学IV

医薬品化学

創薬有機化学演習

天然物薬学ＩＩＩ

薬
学
専
門

実
習
Ⅱ

健康・生命科学
入門

生物化学Ｉ 生物化学ＩＩ 生物化学ＩＩＩ 生物化学IV 生物化学Ｖ

生物化学ＶＩ
R4年度より不開講

衛生薬学Ｉ 衛生薬学ＩＩ

感染防御学ＩＩ感染防御学Ｉ

生理学Ｉ 生理学ＩＩ 生理学ＩＩＩ

薬理学１ 薬理学２ 薬理学３ 薬物治療学

薬剤学Ｉ 薬剤学ＩＩ ﾌｧｰﾏｺﾒﾄﾘｸｽ論*

ﾊﾞｲｵ医薬製剤論*

薬局方・
薬事関連法規

多職種連携
医療体験実習

医療社会学

早期専門研究体験*
（通年）

地域医療薬学

臨床疾病論Ａ* 臨床疾病論Ｂ*

臨床疾病論Ｃ*臨床疾病論Ｄ*

臨床疾病論Ｇ*

薬
学
専
門

実
習
Ⅲ

薬
学
専
門

実
習
Ⅳ

臨床疾病論Ｅ*

臨床疾病論Ｆ*

特別実習

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

２回⽣指定以降の科⽬は、２〜４回⽣のどの学年で受講してもよい。但し、受講の
前提となる科⽬が指定されている場合、その単位取得が必要である。（シラバス参照）

学科振分・

分野配属

大学院

入試
卒業判定

大
学
院
進
学
（博
士
前
期→

博
士
後
期
課
程
）、
就
職
な
ど

広
範
な
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
、
社
会
性
、
倫
理
観
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る

習
得
し
た
専
門
知
識
と
技
術
を
総
合
化
し
、
主
体
的
に
考
え
、
情
報
収
集
し
、
創
薬
研
究
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
必
要
な
問
題
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
の
基
礎
的
能
力
を
修
得
し
て
い
る

薬
科
学
を
構
成
す
る
創
薬
化
学
、
生
命
薬
科
学
、
医
療
薬
科
学
に
関
す
る
専
門
知
識
と
技
術
を
習
得

し
て
い
る

全

学

共

通

教

育

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
将
来
、
薬
科
学
領
域
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
基
盤
を
備
え
て
い
る

特

別

実

習

（
卒

業

研

究

）

薬 学 科 カ リ キ ュ ラ ム と 共 通 （ ３ 回 生 後 期 ま で ）

情
報
・
語
学
・

演
習
・実
習

物
理
系
科
目

化
学
系
科
目

生
物
系
科
目

医
療
系
科
目

天然物薬学Ｉ 天然物薬学ＩＩ

全学共通科目

凡例：

薬学部専門科目

他学部開講科目

必修科目

演習系科目

実習系科目

履修するために
前提となる科目

理解するために
関連する科目

* １単位科目
(開講期間要注意）

生命有機化学演習

ｹﾞﾉﾑｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ

基礎化学実験

基礎ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ



薬学科コースツリー（2018年度以降入学者）

情
報
・
語
学
・

演
習
・
実
習

物
理
系
科
目

化
学
系
科
目

生
物
系
科
目

医
療
系
科
目

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

２回⽣指定以降の科⽬は、２〜６回⽣のどの学年で受講してもよい。但し、受講の
前提となる科⽬が指定されている場合、その単位取得が必要である。（シラバス参照）

学科振分・

分野配属

大学院

入試

卒業判定・

薬剤師国試

大
学
院
進
学
（博
士
課
程
）
、
就
職
な
ど

共用試験

臨床薬学総論

特別実習

医療薬学ワークショップ

医療薬学実験技術

学術情報論

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

医
療
実
務
事
前
学
習

特

別

実

習

（

卒

業

研

究

）

薬 科 学 科 カ リ キ ュ ラ ム と 共 通 （ ３ 回 生 後 期 ま で ）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
将
来
、
医
療
薬
学
研
究
者
、
薬
剤
師
・
医
療

従
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
基
盤
を
備
え
て
い
る

習
得
し
た
専
門
知
識
・
技
能
・
態
度
を
総
合
化
し
、
医
療
薬
学
研
究
者
、
先
端
医
療
を
担

う
薬
剤
師
・
医
療
従
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
問
題
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
の
基

礎
的
能
力
を
修
得
し
て
い
る

医
療
薬
学
研
究
者
、
薬
剤
師
・
医
療
従
事
者
と
し
て
必
要
な
創
薬
化
学
、
生
命
薬
科
学
、
医
療
薬

科
学
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技
能
・
態
度
を
習
得
し
、
世
界
水
準
の
医
療
薬
学
研
究
、
医
療
を
実

施
す
る
素
地
が
で
き
て
い
る

広
範
な
教
養
と
医
療
人
と
し
て
相
応
し
い
人
間
性
、
社
会
性
、
倫
理
観
に
基
づ
い
て
主
体

的
に
行
動
が
で
き
る

５回生 ６回生

全学共通科目

凡例：

薬学部専門科目

他学部開講科目

必修科目

演習系科目

実習系科目

履修するために
前提となる科目

理解するために
関連する科目

* １単位科目
(開講期間要注意）

情報基礎

情報基礎演習

基礎ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ

科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践A

科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践B

薬学研究
ＳＧＤ演習

基礎創薬研究*

基礎臨床研究*

専門研究導入A,B

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習１*

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習２ *

基礎物理化学

物理化学Ｉ

物理化学ＩＩ

物理化学ＩＩＩ

分析化学Ｉ 分析化学ＩＩ

「薬の世界」
入門

分析化学ＩＩＩ

基礎科学演習 創薬物理化学演習

分析化学IV

物理化学IV

薬
学
専
門

実
習
Ｉ

基礎有機化学Ｉ 有機化学Ｉ基礎有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩＩ 有機化学IV

医薬品化学

基礎化学実験

創薬有機化学演習

天然物薬学ＩＩＩ

薬
学
専
門

実
習
Ⅱ

健康・生命科学
入門

生物化学Ｉ 生物化学ＩＩ 生物化学ＩＩＩ 生物化学IV 生物化学Ｖ

生物化学ＶＩ
R4年度より不開講

衛生薬学Ｉ 衛生薬学ＩＩ

感染防御学ＩＩ感染防御学Ｉ

生理学Ｉ 生理学ＩＩ 生理学ＩＩＩ

薬理学１ 薬理学２ 薬理学３ 薬物治療学

薬剤学Ｉ 薬剤学ＩＩ ﾌｧｰﾏｺﾒﾄﾘｸｽ論*

ﾊﾞｲｵ医薬製剤論*

薬局方・
薬事関連法規

多職種連携
医療体験実習

医療社会学

早期専門研究体験*
（通年）

地域医療薬学

臨床疾病論Ａ* 臨床疾病論Ｂ*

臨床疾病論Ｃ*臨床疾病論Ｄ*

臨床疾病論Ｇ*

薬
学
専
門

実
習
Ⅲ

薬
学
専
門

実
習
Ⅳ

臨床疾病論Ｅ*

臨床疾病論Ｆ*

全

学

共

通

教

育

天然物薬学Ｉ 天然物薬学ＩＩ

生命有機化学演習

ｹﾞﾉﾑｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ


